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土方巽 ・暗黒舞踏の言説 と受容

稲 田 奈緒美

〈はじめに〉

1950年 代末, 土方巽によって創始された暗黒舞

踏, 及びその他の作家による舞踏は, 日本のオリ

ジナルな舞踊ジャンルとして現在では認識 されて

いる。時代 と共に数々の言説が登場 して舞踏家た

ちの思想の随伴者 となり, 新 しいジャンルとして

受容されるための大役を担った。一方で, 故人 と

なった土方に関する言説は, 個人の資質や物語に

収敏させる神話化, あるいは東北や日本の前近代

的民俗性に回収させる本質主義の傾向が強いこと

が, 近年になって指摘され始めた(*1)。 従来の

言説を時間的な距離をおいて傭鰍 し, 歴史の中で

相対化することは, 舞踏の多様な可能性 を未来に

開 くために無益なことではあるまい。言説を一旦

括弧に入れることによって, 同時代的観点とは異

なる舞踏の特質も見いだせるだろう(*2)。 よっ

て本稿では, 土方の暗黒舞踏を言説の特徴から前

期 〈1〉 と後期 〈2〉 に分け, さらに80年代 に海

外進出して以降の舞踏 〈3〉 について, 同時代の

支配的な知的枠組を参照しつつ分析する。対象は

あ くまでも言説であ り, 作家, 作品ではない。

〈1〉 前期暗黒舞踏(1959～1968)

1959年 の 『禁色』上演に始まる前期の作品の特

徴を大掴みすれば, 土方の出自で もあるモダン ・

ダンス界の様 々な制度, 慣習, 美的規範に反逆 し

た反モダン ・ダンス, 反舞踊であるといえよう。

同時代のネオダダ, ハイレッドセンター, シュー

ルレアリズムなど前衛美術(反 美術)の 芸術家 と

の呼応によって, そのアナーキーな手法は加速さ

れた。特に様式や技術に反 した動きとその暴力性, 

ホモセクシャルなどタブーやエロティシズムを扱

う主題, モチーフはモダン ・ダンス界に衝撃 を与

えた。批判を受けて土方は協会から離脱するが, 

これは従来の制度 と規範を侵犯する前衛舞踊とし

て, 意味を付与される始まりでもあった。

『禁色』という作品名は三島由紀夫の小説名を借

りたものであ り, これを機に三島の知遇を得る。

土方と意気投合 した三島は『650EXPERIENCEの

会』プログラムに 「推薦の辞」を寄稿 し, その後

も公演のたびに寄稿 している。当時, 三島は前衛

芸術の権威であ り, 三島に認められることが前衛

として認知されることでもあったことから, ここ

に土方の戦略を伺 うことができる(*3)。 三島は

澁澤龍彦を紹介し, 瀧口修造, 埴谷雄高など前衛

芸術の擁護者, 理解者も加わ り, 土方の周辺には

前衛の旗手たちが集い前衛芸術界を席巻 した。

文筆家はプログラムだけでなく一般誌でも暗黒

舞踏について執筆し, 象徴的な語句 と共に言説は

確立されてい く(*4)。 従来のモダン・ダンスで

は肉体を媒体 として思想や感情, 物語が 「表現」

されてきたが, 土方は肉体 と運動, その狼雑さや

暴力性 を 「呈示」 し, サ ド, ジュネ等フランス異

端文学からのモチーフによって反社会性, 反道徳

性を表 した。当時, 一般には民主主義やマルクス

主義が流布 していたが, 土方たちはそのようなイ

デオロギーに安易に巻き込まれることはなかった。

戦前から戦後にかけて価値が転倒 し続ける中で, 

彼等は根源的な時代の不安, 人間の危機を見据 え, 

土方の舞踏にその凝縮された姿を見いだ したので

ある。敷術すれば"日 本の近代"に 包含 される社

会, 文化, 芸術の規範や制度への懐疑 アンチテー

ゼに発する"前 衛"と いう枠組で暗黒舞踏をとら

えたとみなせる。

ここに, "日本の近代"対 する反近代, 反西洋

という図式が成立する。その後徐々に拡大する言

説では, この文脈のもとで様々な二項図式が見出

されてい く。 「言葉 と肉体」「文明と原始」「理性

と本能」「意識 と無意識」「現実 と快楽」「偽 りの

自己と真の自己」等々。これらは時代状況の中で

浮上 してきたサル トル, ニーチェ, サ ド, 小劇場

運動 にお けるアル トー, 美術, 文学 にお ける

シュールレアリズムなどの思想, 観念の流行が も

たらしたものであった。このように理解 しやすい

近代的な二項図式は, 暗黒舞踏を前衛的な舞踊 と

して認識, 解釈することを容易にした。だが, 同

時に 「十八世紀の合理主義に対する十九世紀のロ

マ ン主義的反動から生まれてきた"ブ ルジョワ神

話"」(*5)に 再び陥る危険性 を孕んでいたこと

は否めないだろう。

〈2〉後期暗黒舞踏(1968～1-86)

1968年, 細江英公が秋田の農村風景の中で土方

を撮影 した写真展(*6)が 開かれ, 翌年に写真

集 『鎌髄』として出版 される。写真展 について種

村李弘が執筆した批評文(*7)か ら, 「肉体の叛

乱」 という言葉が同年の公演 『土方巽 と日本人』

の副題として後に付 されることになる。写真に現

れた農村の トリックスターのような土方の姿と, 

「肉体の叛乱」 という言葉は, 以後土方 と暗黒舞
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踏を象徴するイメージとして繰 り返 し使用されて

いく。

公演後, 土方は表舞台から遠ざかり, その間に

土方の神話化が進む。そして, 72年 『四季のため

の二十七晩』公演の際, 自ら 「東北歌舞伎」 と称

したこともあ り, 暗黒舞踏をめぐる言説は 「東北

回帰」「土着」「民俗」へ と比敏 していく。こうし

て, 〈1〉 では 「日本の近代」への対立項 として

「反近代」「反西洋」を置いた図式の後者が, 「前

近代」に置 き換えられて浸透することになる。

背景には, 高度経済成長を経て60年代末に学生

運動が挫折 し, 70年 の大阪万国博: 覧会を経た後の

民俗学ブームがあった。豊かさと安定を得た一方

で, 戦後の近代化を推進 したイデオロギーの破綻

に瀕 して, 「日本の近代」 に代わる近代化以前の

日本的なるものを希求 し, アイデンティティの獲

得を望む風潮が民俗, 土着の探求へと向かったの

である。この頃土方も, 柳田国男, 折口信夫らの

著作に親 しみ, 公演では東北=前 近代, 民俗, 土

着を表す動 き, 美術, 音楽などを多用 した。その

後, 74～76年 の白桃房の公演では前近代, 東北色

は薄れてはいるが, 遺作となった85年 の 『東北歌

舞伎計画1～4』 のタイトルや, 自伝的著書 『病

める舞姫』(*8)で 表された少年時代 の風景に

よって, この図式に基づ く言説は強化 され現在に

至っている。

このような言説は, 理解が容易でノスタルジー

も喚起する。同時代 には, 暗黒舞踏の理解 と受容

のための先導役 を果たしたのは確かだが, 作品の

豊穣で多義的な意味, 特質, 問題性に対するその

他の解釈, 視点の道をふさぐきらいがある事は否

めないだろう。近年, このような文化的, 人種的

本質主義解釈に代わる言説 として, バーチャル文

化の中での"身 体本質主義"と でも言える 「リア

ルな身体」等 を立てるむきもある。本質主義や二

項図式の再生産を回避 しつつ, 知的枠組を相対化

しながら, 現代にも通 じる多様な分析が継続され

ることが今後の課題 となろう。

〈3〉1980年代以降のBUTOH

1980年 以降, 舞踏家 の海外公演が活発 にな

り(*9), 舞踏は 「BUT。H」 の名で認知されて

いく。その際, 海外での受容はオリエンタリズム

が専 らであ り, 禅, 戦後の荒廃, 原爆などと結び

付けた日本の民俗性, 歴史的特殊性 という差異に

よって解釈された。海外での評価が逆輸入されて、

舞踏は日本国内でも知 られるようになるが, 同時

にオリエンタリズム, 本質主義的解釈を浸透させ

る役割も担った。舞踏家の中にはこのような解釈

を内面化する者 も現れる。近年では, ポス ト・コ

ロニアル状況を受けて舞踏を禅, 始原, 自然の身

体 と重ねて普遍的なものとみな し, クロスカル

チ ュ アル に越 境 また は 同心 円 的 に拡 大 させ, 西 欧

に も適応 可 能 とす る解 釈 も現 れ て き た(*10)。 特

殊 性 か ら普 遍 性 へ と転 じて はい る もの の, ナ イ ー

ヴな オ リエ ン タ リズ ム に変 わ りは ない 。 そ の 延長

で 欧 米 で は, 癒 し(セ ラ ピー), エ コ ロ ジ ー と結

び付 い て活 動 して い るBUTOHも 少 な くな い 。

舞 踏 は, 継 承 され る よ り も常 に批 判 と創 造 に さ

ら され る こ とで, 舞 踏 界 だ けで な く舞 踊 界全 般 に

豊 か な 可能 性 を与 え る こ とが で き るだ ろ う。実 際, 

ポ ス ト舞 踏 世 代 の振 付 家 に は国 内 外 共 に舞 踏 の様

式, メ ソ ッ ド, 思 想 を独 自 に抽 出 し, コ ンテ ンポ

ラ リー ・ダ ンス と して作 品 化 す る者 も現 れ て い る。

舞 踏 と同様 に そ の研 究 も, 前 例 に捕 らわ れ な い 自

由 な発 想 で, 批 判 と創 造 を続 け る こ と に よっ て新

た な実 りを結 ぶ こ とを望 んで や まな い 。
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